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ガ
ー
ド
マ
ン
が
日
り
な
い
〃

・

賛助会員13社が入会

清和建設 (大阪市)な ど

建設技能人材機構

Ｌ
Ｌ
旧
円

――
――

］

ト
ー
月
郎
日
一

）
第
一
浄
化

セ
ン
タ
ー
ー
系

Ｅ
Ｉ
愕
曖
一」ま
置
更
〓

一

事
（ｂ
■

，
全
０
に
全

う

半
●
広
睫
町
言
顎
地
内

一

２
億
４
２
２
２
万
３
一

丸
島
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム

■
２
億
６
３
２
８
万
６
■

●
２
億
６
３
２
８
万
６
千

う
２
億
■

，
２
２
万
亀
〓

サ
■
に
＝

，
化
ヤ
ン
タ
ー
常

気
設
備
■
＋
工
事

（け
災

，
ｉ

，
Ｌ
■
〓
ｔ
〓
一

陀
市

，
一ｆ
扁
地
＝
内
一

２
に
５
１
０
０
万

東
芝
イ
ン
フ
ラ
ン

ス
テ
ム

ズ■
２
は
５
ゼ
２
１
万
■
千

一
２
は
５
８
２
１
万
〓
千

，
２
●
３
２
９
５
万
５
千

（
ｌ
Ｆ
躙
口
一

■
７
■
●
ｍ
こ

■
■
●

に
お

け
る
古
路
一
」
市
対
貴
検
討

＋
И
●
託

一奈
，

■
Ｌ
人

一

市

町

１

車

「

中

町

地

内
一

２
１
６
６
カ

全
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

タ
ケ

（
ヽ
岡
県
筑
＋
＝
ｉ
）

７
有
藤
上
‘
店

（
岡
山
員
■

磐
市
）

，
，

（北
海
道
旭
―――

ｉ
）

，
エ
ヌ
　
エ
ス

ー
，

ッ

ク

（Ｌ
皇
県

，
治
見
市
）
〓

岩
■
肛

（大
阪
府
池
出
■
一

｝
■

ラ
■
デ
一
４
Ｌ

（横
浜

市
）

，
Ｉ
和
■
７
ス
テ
ッ
ク

■^
■
■
旭
―――
市
）
Ｖ
輩
「

建
設

人^
，

市
）
７
罰
建
⊥

■

（卓
京
都
三
鷹
■
）
一
山

■
コ

ト，
生
●

河
川

曰
道

【
３
月
Ю
日
間
札
】

７
コ
道
氾
号
ド
曾
地
区
歩
道

，
情
二
一■

，
国
道
上

，

「
良
　
吉
性
■

区
歩
工
菫
侑

Ｔ
〓

☆
口
土
交
道
省
滋
賀
曰

道【３
月
■
日
閂
札
』

７
，

引
ヽ
東
バ
イ
パ
ス
電
屋

ｉ
区
両
渠
設
甘
■
■

警
察
庁
の

『
平
ｉ
ｍ
■
Ｌ

に
お
け
る
キ
＝
キ
の

，
汎
』

に
よ
る

こ
　
２
０
１
８
年
Ｅ

月
■
Ｔ
　
国
内
に
は
９
一

■
青
の
普
備
業
者
が

，
，

し
　
５
万
１

●
１
７
人
の
誓

情
員
か
０
■
　
警
備
ロ
ー
●

■
人
未
満
の
普
情
＋
者
が
朴

３
％
を
■
●
る
　

■
　
３

％
は
１１１
人
人
満
と
＾
綱
ゼ

ま
た
　

，
■
誘
導
を
手
掛
け

る
会
社
〓
●
体
の
■
　
７
％

に
■
る´

，
通
証
■
を
行
う
キ
〓

の
田
～
田
％
は
小
規
【
な
会

■
　
特
定
の
建
設
会
社
を
履

〓
と
し
て

，
ち
卜
け
た
と
二

ろ
が

，
い
。
そ
の
生
議
会
社

の
社
早
が
な
い
と
〓
吉
が
エ

リ
■
た
な

い
■
緯
が
あ

っ

た
」

ｒ
卍
業
を
の
■
引
で

の
　
■
市
会
■
の
力
関
係
●

引
さ
に
関
し
て
、
あ
る
警
偏

業
■
は
そ
う
話
す
．

ｉ
京
部
警
靖
単
協
会
が
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
■
■
９
月
）

で
　
！
千

，
社
”
ら
の
キ
■

ン
セ
ル
に
対
す
る
　
時
間
的

な
■
上
」

の
一
Ｌ
一
に
つ
い
て

闘
い
た

〓
こ
ろ
　
日
％
が
設

足
し
て
ｔ，
た
．
し
か
し
間
■

に
キ

ャ
ン
セ
ル
■
の
一二
ヽ
■

定

■
．　
一
番
多
か

っ
た
の
は

一
当
日
２
時
「
前
ま

で
の
子

ャ
ン
七
ル
は
●
％
う
よ
　
２

時
間
を
切

っ
た

，
合
は
■
％

市
求
　
普
備
■
始
Ｉ
間
■
Ｌ

１
０
０
名
請
求

一
と
い
う

も

の
　
“
ｉ
■
●
な
ど
ｔ
Ｅ
業

そ
の
し
わ
尋
■
を
受
け
る

の
は
■
場
で
鋼

く
督
備
員

た
　
■
■
●
中
Ｌ
に
際

〕

〓
備
●
へ
の
結
■
の
支
結
を

′
「

て
い
る
か
　
と
い

つ
質

問
に
■
し
て
、
「
全
額

，
治

一

は
Ｆ

〓
％
に
と
と
ま

一
た
．

¨
〓
４
％
が

．
■

，
給

一で

一
一
部
支
治
」
が
■
　
２
％

′
占
め
た
　
　
部
支
給
の
員

体
的
な
＋
定
で

一
満
〓
力、
っ

た
の
は

一
“
％
支
綸
　
．

一

■
２
０
０
０
円
や
５
●
●
●

耐
Ｌ
　
全
額
を
４
め
て
い
る

た
す
　
証
■
に
ｔ

つ
な
が
る

■
ろ
う
．

■
●
業
の
Ｉ
引

〓
の
上
場

の
ヽ
さ
と
督
●
員
へ
の
し
わ

寄
ｔ
は
他
に
も
あ
る

新
規
入
場
音
■
百
を

，
■

現
場
門
始
前
の
上
合
に
伴
う

■
命

一賃
金
一
に
つ
い
て

一
建
設
会
社
へ
の
市
よ
と
、

■
両
日
へ
の
支
冷
を
Ｌ
も
に

し
て
い
る
」
会
社
は

，
　
４

％
に
と

三̈
〓
り

　

請
求

ｔ
治
Ｌ
ヽ
に
し
て
い
な
い

一

会
社
が
■

―
％
を
占
め
た

〓
誤
業
と
監
備
■
●
■
出

‘
，

一　
彗
捕

員

へ
の
■
追
面

■
の

Ｌ
わ
尋
せ
が
ｔ
ｉ

員
の

人
材
不
足
に
拍

‐‐―‘
〓
■
リ

る

な
資
嬌
．
■
■
●
術

化

多
ヽ
化
に
●
い

ま

，
ｔ

ｉ
責
ま

「
て

員
モ
■
■
に
は

実
地
試

，
に

が
あ
リ
　
ズ

一■
は
い
～
コ
％

社
型
自
の
デ
■
プ

は

過
去
門
分
析
に
基

無
す
ｔ
■
●
”

奮
〓
忙
で
受
講
対
質

円
判
約
が
あ
る
受
験

月
合
格
〓
可
た

問
い
合
¨
せ
ｔ
は

,
き
,

寝

，
イ

■
ル

（
０
１
２

■
■
な
い
「
賃

Ｌ
低
い
だ

所
で
約

う
工
し

い
，

Ｆ

卜
一

て
、

つ
り
一

■
賑
タ
イ
プ
の
ジ
十

イ
・●
―
で
■
二

る
技
＝
製
■
晰

昔
は

一
Ｅ

人
Ｉ
〓

ペ
シ
ャ
リ
ズ

一■
い
■
実
力
、

受
講
生

に
無
料

で
願
書
を
配
布

Ｃ
Ｉ
Ｃ
／
１
級
建
築
二
一

員
症
工
管
聖
五
士
試
験
で

受
験
貫

（イ
メ
　
一‘

ｔ
，

Ｉ
能
人
“
性
世

一１

Ａ
Ｃ

■
貴
月

一郎
■
早
長
）

は
２
月
４
日
　
建
設
企
業
■

■
の
費
世
〓
員
Ｌ
し
て
の
人

会
■
■
議

し
た
　
入
会
は
や

定
■
能
外
国
人
の
受
け
入
れ

計
画
認
定
の

，
■
●

一
つ

今
回
の
人
喜
で
、
首
助
会
員

〓
合
計

１
１
１
社

三
な

っ

た
．
次
国
の
人
公
景
卍
は
３

月

〓
●
´
予
定
し
て
い
る

４
月
に
入
会
を
承
酬
し
た

Ｆ
■
は
次
の
通
っ

Ｖ
Ｓ
Ｓ
Ｂ

（福
■
県
●
方

市
）

，
人
副
■
業

一―‐―‐
キ
川

県
●
沢
市
）
７
旦
匝
ｉ
設

（山
日
県
■
■
Ｔ
）

，
ユ
ク

＾
す
る
こ

こ
で
　
”
貰
地
上

，
地
中
障
〓
物
を
切
●
員
通

す
る
　
工
事
〓
　
高

，
Ｓ
ヽ

■
■
の
■
市

，
和
の
た
ち
Ｌ

，
加
■
■
を
ヽ
こ
〓
‘
．
地

る
　
十
●
１
に
■

，
酬
始
　
会
ｔ
は
国
民
會
に

ｉ
中
民
区
●
同
協
会

，
員
の
土
木
●
●
〓

Ｉ

日
本
挫
卍
〓
燿
セ
ン
タ
ー

一●
ｌ
ｒ
、
東
一〓
記
モ
区
一

は
　
１
月
末
に
ス
タ
ー
ト
し

と
比
べ
　
址
め
て

，
■
設
〓
　
会
社
も
あ

っ
た
　
　
　
　
　
　
Ｉ
●
の
収
人
が
減
る
　
●
■

だ

っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ

っ
て
〓
　
な
れ
ば
生
活
■
■
●
●
つ
■

ヒ
ｔ

，
，
，

●
凹
■
■
品
や
室
■
で

，
テ
し
ｔ

・
レ

ン
ド
情
■
を
増
“

，
る
工

人
に

，
の
ロ

ホ
会

　

一
一
界

の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
Ｌ
ま
ち
づ
■
じ
の
今

一
を
テ
ー
マ
と

―●
た
市
晨
や

■
品
の
Ｆ
示
も
あ
る

年
後
３
時
嗣
始

会
場
は
中
之
島
ブ

，
ス
テ
ィ
一
ル
タ
ラ
ー

大^
限
市
北

区
一
　

ウ

ェ
プ
上
で

，
約
す
る
　
間
ｔｉ
合
わ
せ
た
は
上

〓
　
正
辛
事
業
本
部
Ｒ
境
デ
ザ
イ
ン
彗
茉

イ
　
モ
詰
０

３

一
〓
８
３
５
一
６
８
２
０

■
ぽ
設
事
業
謳
演
会
　
３
月
４
日
／
近
ｔ
４
■
協
会

常
同
中
の
中
貝
宗
冶
¨
Ｅ
と
国
■

，
■
肯
退
哉
地
方

整
市
局
企
一Ч

」
の
言
―――
久
●
術
調
整
青
理
官
が
溝
菫
す

る
　
午
後
―
階
出
■
つ
鈴
　
会
‘
は

，
リ
ム
け
で
ズ
ヽ

阪

（大
阪
市
中
■
Ｆ
一
　

多
加
●
Ｆ

料̈
　
Ｆ
員
は
３
０

０
人
　
中
込
肝
つ
は
２
月
■
日
．
問
い
き

わ
せ
テ
意
事

業
〓
上
部
　
阿
記
　
杉
Ｆ
　
＾

，
■
０
０

（
３
０
と
―
）

一コ
９
８
Ｐ
．

■
理
ヽ
物
院
災
講
●
〓

　
３
月
５
ヨ
／
大

阪
連
軍
防
”

セ
ン
タ

ー

２
０
１
０
■
に
■

，

の
■
桑
物
防

，
ｆ
間
関
〓
ｉ
■

Ｌ
し
て
師
催
　
一
世
彗

，
―

マ
は
　
一
［
風

に
よ
る
都
市
型

ｉ
Ц
■
冨
の
リ
ス
ク
Ｌ
そ
の
備

え
　
　
誌
に

，
京
ち

ヽ

学
防
■
■
●
所
の
■
見
〓

Ｌ
推
■
豊
　
午
‘
　
時

■
，

開
Ｅ

．
会
場

に
せ
設
交
流
■

８
階

′

リ
ー

ン

ヽ
―
ル

一
大
蹟
ｉ
西
区
一
　

臨
講
●
皿
卜
．
問

い
合
わ
せ
先
に

司
ｔ

ン
タ
ー
　
電
話
０
３

一６
０
４
２
´
０

一９
０

た
，
■
ｉ
贄
　
１
設
重

，
二

事
血
上
管
■
ｉ
＋
受
験
中
し

込
み
の
受
付
に
合
わ
せ
　

，

講
上
に
ｔ
料
モ
川
〓
を
配
市

し
て
い
る
。
日
宅
や
ヽ
動
元

な
ど
で
学
習
を
継
●
で
き
る

■
に
通
信
前
口

も
開
卜
し
て

お
■
　
す
０
こ
■
も
学
習
に

，
■
で
き
る
と
■
う

施
Ｉ
百
理
■
■
は
　
■
設

■
事
の
■
渇
に
置
く
二
ｆ
■

■
背
や
帖
理
技
術
青
の
有
資

■
肯

〓
し
て
認
め
ら
れ
る
な

ど
　
施
上
管
■
に
は
不
可
ス

松 関
山 越
工 自
事 動
で 車
採 道
用 束

技
研
製
作
所
と
日
本
製
〓

の
ジ
ャ
イ
ロ
ブ
レ
ス
エ
法

●
Ｔ
製
作
所

南ヽ
畑
市
一

と
日
本
製
ま

，
Ｉ
司
別
発
し

Ｌ

シ
ャ
イ
ロ
プ
レ
ス
ー
法

一

が
　
■
日
本
高
■
■
ｒ
会
ｉ

発
注
の

「
に
‘
自
動
中
〓
束

松
山
一
■
一

（施
■
〓
は
一

山
！
設
一
で
採
用
さ
れ
た

ユ
■
月
橋
の
卜
下
線
工
畔
の

一
一
め
　
＋
百
■
罐
ｉ
ｎ
■
し

て
い
る
・
〓
真
．

司

一■
は
　
十
端
ビ
ッ

・

０
２
０
年
安
全
大
会
　
２
月
躙
日
／
長
谷
エ
コ
ー

ー
シ
ョ
ン
　
長
谷
エ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
コ
ン
聞
山
ま

上
担
当
音
や
公
■
Ｔ
再
発
■
■
”
な
ど
が
対
●

問
い
合

わ
せ
先
は
企
画
誼
“
訳
　
電
話

一６
９
′
一
１
）

・
３
●
一１
．

に
向
し

，
全

ス
〓
を
開
Ｆ
　
会
場
は

ニ

ュ
ー
オ
ー
タ

一
大
阪

一人
に
■
¨

ス
区
一
．

胸
分
閂
会
．

ォ
レ

ス
ト
フ

ェ
ア
２
０
２
０
冬
　
２
月
即
日
／
凸

管
理
力
を
■
つ
●
Ｔ
●

ヽ
Ｓ
ア
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

■
■
■
ヽ
Ｌ
口
山
し
て

普
及
拡

大
三

図
り
た

い
　
一
５

っ
た

の
販
売
を
強
化

ス
カ
イ
ン
ス
テ
ム
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
卓
両
運
行
シ
ス
テ
ム

ス
カ
イ
ン
ス
テ
ム

一東
京

都
中
ス
区
）
は
　
Ｉ
性
地
方

を
」
心
に
Ｃ
Ｐ
Ｓ
亘
両
揮
〓

シ
ス
テ
ム

「
び
た
こ

っ
た

一

の
販
”
を
強
化
一〓
う

び
た
あ

っ
と
は
　
■
¨
Ｌ

び
た
あ

っ
と
の
市
Ｆ
表
示

機
能
イ
メ
ー
ジ
雪

に
雷
理
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

に
表
示
さ
れ
■
地
Ｌ
で
〓
Ｆ

の
毛
‘

」
量

●
復
路

，
全

二
‘

の
状

■
〓
把
Ｅ
す
る
．

這
ｉ
と
連
携
し
て
助
画
を
「

枷
生
成
す
る
ト
ラ
イ

，
レ

〓

―
ダ
ー
栓
能
ｉ
搭
載
し
　
「

迫
■

〓
過
■
卜

，
，

ル
時
な

ど
の
動
画
●

Ｆ
が
可
能

に
な

つ
たま

た
　
急
加
■
や
急
ブ
レ

ー
キ
Ｌ
い

●
た
加
速
度
一
Ｉ
一

の

一
覧
な
ど

，
地
図
上
Ｌ
ｉ

示
　
‘
亘
両

へ
の
メ

ッ
セ
ー

ジ
●
〓
や

　
■
日
の
遅
■
帳

票
を

エ
ク
セ
ル
■
式
で
自
動

作
●
で
き
る
．

同
■
品
は
　
に
十
一文
血
●

の
新
Ｉ
術
情
押
上
■
ン
ス
テ

ム

（ヽ

Ｅ
Ｔ
ｌ
Ｓ
一
に
〓
■

さ
れ
て

，
る
　
■
ｉ
古
ち
は

Ｋ
Ｔ

，
■
２
０
０
９
２
　
Ｖ

間
い
合
わ
■
先
は
電
話
●

〓
一
５
３

一
７
）
３
５
●
―

ｉ
印
刷 設

キ

¨
リ

ア
ア

ン
プ
シ

ス
テ
ム
講
習
会
　
２
月

，

人
阪
建
設
業
ｔ
会リ

ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
■
状
Ｌ

一人
に
一
中
ス
区
）
．
そ
市
料
無
料
　
間
い
合
わ
せ

況
　
聖
設
■
一
一

，
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